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別紙２ 

事業所名   グループホーム雅        

運 営 推 進 会 議 開 催 報 告 書 

開催予定日時  2023年 9月 15日（金）1４時～ 

         

参 加 者（照会依頼含む） 議   題 

利用者       0名 

利用者家族     1名 

地域住民の代表者  2名 

市職員       1名 

地域包括支援センター職員  2名 

事業所       3名 

1 利用者様状況報告 

2 行事報告 

3 身体拘束適正化検討委員会 

4 質疑応答 

5 次回開催予定日 

 

 

会    議    録 

1  利用者様状況報告 

男性 1名、女性 8名の計 9名様が入居しています。 

最年長：女性 100歳  最年少：女性 80歳 

平均年齢 88歳 

 

要介護度 

要支援 2…0 名  要介護 1…1名  要介護 2…4 名  要介護 3…3名  

要介護 4…1 名  要介護 5…0名  

平均要介護度 2.4   

 

2 行事報告   

 2023年 8月 10日…夏祭り 

夏祭りを行い、食事は焼きそば、たこ焼き、ポテト、綿あめ、かき氷を出店風で提

供させて頂きました。浴衣も着て頂き、ヨーヨ釣り、的当てゲームも行いました。 

2023年 9月 5日…避難訓練(日中、地震想定) 

火災通報装置を使い実際に消防へ連絡、通報訓練や水消火器を使っての消火訓練も

行いました。避難終了時間、4分 32秒 38 

2023年 9月 3日、御利用者 1名の誕生日会 

8月、誕生日の方でしたが、コロナ感染対応で居室隔離だった為、9月に誕生日会を

行っています。ご本人希望で、餡みつ豆を作り提供しました。 

・予定行事  

9 月、敬老会 10 月、焼きも 
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3 第 33回 身体拘束適正化検討委員会…身体拘束廃止のためにまずなすべきこと 5つの方針 

 

1. トップが決意し、施設や病院が一丸となって取り組む。 

2. みんなで議論し、共通の意識を持つ 

3. まず、身体拘束を必要としない状態の実現を目指す。 

4. 事故の起きない環境を整備し、柔軟な応援態勢を確保する。 

5. 常に代替的な方法を考え、身体拘束する場合は極めて限定的に。 

 

4  質疑応答 

◯最近、問題解決しない事例検討会を行った。いろいろな方からの意見を頂き、仮設を立てて

いく。そうすると、何でこうしていたのか？の理由が分かり、本人を理解できるようにな

る。みんなで共通した意識を持つ事が大切だと思う。         (水野地域包括セン

ター様) 

  

→私達も問題解決ために、職員や家族様、先生など色々な方からの意見を頂き、解決に結びつい

ています。 

 

 

5  次回開催予定日   

2023年 11月 17日(金) 14：00～ 

 

 

 

 

 


